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家
で
も
出
来
る

家
で
も
出
来
る

ハ
ガ
キ
要
請
大
運
動

大井町と災害協定締結
県西地域初西相

支部

請
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

併
せ
て
全
国
の
仲
間
と
取
り

組
ん
で
い
る
予
算
要
求
ハ
ガ

キ
は
、
毎
回
１
２
２
万
通
超

を
送
り
補
助
金
確
保
を
訴
え

て
い
ま
す
。

家
に
い
て
も
出
来
る
ハ
ガ

キ
要
請
大
運
動
に
多
く
の
組

合
員
・
ご
家
族
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

写真＝全建総連提供

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
「
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
」「
建
設
国
保
育
成
・
強
化
」
を
訴
え
る

　

私
は
あ
ま

り
テ
レ
ビ
は

観
ま
せ
ん
。

観
た
い
番
組

を
録
画
し
て

暇
な
時
に
再
生
し
て
時
間
を

つ
ぶ
し
て
い
ま
す
。
好
き
な

も
の
は
西
部
劇
、
時
代
劇
、

ア
ク
シ
ョ
ン
物
、
紀
行
物
、

動
物
・
植
物
・
花
等
で
特
に

好
き
な
西
部
劇
は
古
典
と
云

わ
れ
て
る
シ
ェ
ー
ン
、
荒
野

の
七
人
、
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ

の
砦
、
ア
ラ
モ
、
駅
馬
車
、

死
の
谷
で
す
。
俳
優
は
ジ
ョ

ン
ウ
ェ
イ
ン
、
ア
ラ
ン
ラ
ッ

ド
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ウ
ィ
ド

マ
ー
ク
、ジ
ェ
ー
ム
ズ
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
、
カ
ー
ク
ダ
グ
ラ
ス

と
数
多
い
▼
時
代
劇
で
は
、

黒
澤
明
監
督
の
用
心
棒
と
七

人
の
侍
。
特
に
三
船
敏
郎
、

仲
代
達
也
が
す
ば
ら
し
い
演

技
が
見
事
で
す
ね
。
特
に
昔

の
東
映
時
代
で
は
、
中
村
錦

之
助
、
大
川
橋
蔵
、
片
岡
千

恵
蔵
、
大
友
柳
太
朗
か
な
▼

動
物
も
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の

ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
。
ヌ
ー
の

大
移
動
、
ラ
イ
オ
ン
、
チ
ー

タ
ー
の
狩
り
が
い
い
▼
ア
ク

シ
ョ
ン
物
は
ブ
ル
ー
ス
リ
ー

の
ヌ
ン
チ
ャ
ク
を
使
う
映
像

に
多
く
の
若
者
が
ヌ
ン
チ
ャ

ク
を
求
め
て
「
ア
チ
ョ
ー
」

と
叫
ん
で
い
る
の
を
数
多
く

見
た
ナ
。
ト
ム
ク
ル
ー
ズ
も

ま
だ
頑
張
っ
て
い
る
。
シ
ル

ベ
ス
タ
ー
ス
タ
ロ
ー
ン
の

ロ
ッ
キ
ー
、
そ
れ
か
ら
ベ
ン

ハ
ー
に
出
演
し
た
チ
ャ
ー
ル

ト
ン
エ
ス
ト
ン
に
は
度
肝
を

抜
か
れ
た
▼
ま
だ
ま
だ
、
私

の
テ
レ
ビ
鑑
賞
は
20
年
は
続

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

西
相
支
部　

渡
邉
陸
生

横浜緑支部佐江戸分会では、群会議の場で、
みんなで書いています。君山分会長は「署
名やハガキは分会目標をきっちりやりた
い。だからその場で、みんなで書こうと声
を掛けています」と話します。

　６月25日、物価高騰から仕事と暮らしを守り、賃金・単価の引き上げ、来年度
の予算要求のため、日比谷公園大音楽堂に48県連・組合から2,058人（うち神奈川
土建122人）（６月27日９時現在）の仲間が参加して中央総決起大会が開かれました。
　各来賓から激励のあいさつを受け、鈴木全建総連執行委員長から要請書を手渡
しました。県連・組合代表による交渉団を編成し、厚生労働省保険局などに、次
年度の要請を行いました。

　大井町と神
奈川土建西相
支部は、大規
模災害発生時
を想定した
「応急復旧活
動に関する協

定」を６月12日に締結しました。これにより神奈川
土建との締結自治体は13自治体（県内全33自治体）
になります。
　県西地域２市８町では、初めての災害協定締結で
す。青木貞幸執行委員長（左から４人目）は「いつ
起こるか分からない災害に備え、大井町との締結を
皮切りに、２市８町全てと締結をすすめます」。
　大井町：総人口17,104人。温暖な気候で丘陵地で
はミカンなどの畑作、水田地帯では稲作を中心に田
園風景が広がっている。

小田町長（右から４人目）と調印を交わす

　

神
建
連
国
保
は
、
今
年
10

月
か
ら
の
保
険
料
据
え
置

き
、
給
付
水
準
を
維
持
し
な

が
ら
運
営
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
運
営
は
み
な

さ
ん
か
ら
の
保
険
料
と
国
・

県
の
補
助
金
等
で
運
営
さ
れ

て
い
る
た
め
、
補
助
金
の
確

保
は
重
要
課
題
で
す
。
そ
の

た
め
、
集
会
や
地
元
議
員
要

物価高騰から
仕事と暮らしを守ろう！

6.25賃金・単価引き上げ、予算要求中央決起大会
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１
６
９
５
人
の
組
合
員
数

で
定
期
大
会
を
迎
え
た
川
崎

支
部
。５
月
25
日
に
代
議
員
・

特
別
代
議
員
50
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
「
１
７
０
０
人
支
部
ま
で

あ
と
少
し
。
支
部
の
取
り
組

み
が
全
県
を
励
ま
し
て
い

る
」
と
野
村
執
行
委
員
長
。

10
年
連
続
で
支
部
最
高
現
勢

を
更
新
し
て
い
ま
す
。
関
書

記
長
は
「
10
月
26
日
投
開
票

で
川
崎
市
長
選
挙
が
行
わ
れ

る
。
今
の
市
政
は
大
型
開
発

は
進
め
る
が
福
祉
は
後
退
。

市
民
の
声
を
聞
か
な
い
。
川

崎
民
主
市
政
の
会
に
結
集
し

て
市
政
を
チ
ェ
ン
ジ
し
よ

う
」
と
話
し
ま
す
。

　

５
月
25
日
に
開
か
れ
た
第

34
回
定
期
大
会
は
、
代
議
員

41
人
、
特
別
代
議
員
４
人
、

来
賓
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
昨
年
成
立
し

た
「
第
３
次
担
い
手
３
法
」

を
武
器
に
諸
要
求
運
動
を
強

め
、
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
と

処
遇
改
善
を
め
ざ
す
こ
と
、

建
設
国
保
を
守
り
育
て
る
運

動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
な

ど
、
各
専
門
部
で
取
り
組
ん

　

仲
間
の
賃
金
・
単
価
や
処

遇
の
改
善
に
向
け
て
、
仲
間

の
実
態
を
知
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
で
す
。
建
設
業
界
、

行
政
に
改
善
要
求
を
す
る
に

し
て
も
、
実
態
が
な
け
れ
ば

始
ま
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
約

６
千
人
の
仲
間
に
協
力
い
た

だ
き
、
大
手
建
設
・
住
宅
企

業
交
渉
や
自
治
体
と
の
懇
談

に
活
用
し
、
賃
金
引
上
げ
の

必
要
性
を
根
拠
づ
け
る
資
料

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
参
加
い
た
だ
き
、
夢

と
希
望
あ
る
建
設
産
業
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月
の
状
況
を
調
査

　

６
月
分
の
状
況
を
記
入
く

だ
さ
い
。
紙
の
用
紙
も
し
く

は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

で
い
る
課
題
を
前
進
さ
せ
る

た
め
の
方
針
が
提
案
さ
れ
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
散
会
は
「
仲
間
の
活
動

参
加
を
広
げ
よ
う
」、「
楽
し

い
組
合
・
分
会
・
群
づ
く
り
」

の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
２
班
に

分
か
れ
て
話
し
合
い
、「
国

保
予
算
要
求
ハ
ガ
キ
は
、
横

書
き
で
例
文
も
短
く
な
っ
て

よ
か
っ
た
」「
分
会
・
群
の

仲
間
や
役
員
か
ら
の
呼
び
か

け
が
力
に
な
る
と
思

う
」「
役
員
を
受
け

た
人
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
群
、
分
会
づ
く
り

が
大
切
」
な
ど
の
現

状
や
工
夫
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
実
増

で
大
会
を
迎
え
、
さ

ら
に
新
会
館
建
設
も

進
ん
で
い
ま
す
。
秋

の
月
間
は
目
標
達
成

し
、
新
会
館
の
完
成

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
20
支
部
が
定
期
大
会
を
開
き
、１
１
６
５
人
の
代
議
員
・

特
別
代
議
員
、
１
４
４
人
の
来
賓
が
あ
り
ま
し
た
。
本
部
定
期
大
会
の
方
針
に
団
結
し
な

が
ら
、
各
支
部
で
様
々
な
運
動
が
取
り
組
ま
れ
る
一
年
に
な
り
ま
す
。

仲間に訴える野村執行委員長

多くの仲間で新たなスタート

1010
年
連
続
で
最
高
現
勢
更
新

年
連
続
で
最
高
現
勢
更
新

数
と
運
動
で
要
求
実
現
へ

る
。
参
加
し
た

10
人
全
員
が
大

満
足
し
た
体
験

で
し
た
。
バ

ギ
ー
終
了
後
は

Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
で

Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
し
懇

親
を
深
め
、
大

変
貴
重
な
一
泊

旅
行
で
し
た
。

高
津
西
分
会　

原
圭
介（
49
歳
）

童心にかえり、どろんこバギー

泥
の
楽
園
で
ス
リ
ル
体
験【
川
崎
中
央
】

ピ
ー
ス
フ
ェ
ア
に
３
０
０
０
人【
大
和
】

　

５
月
24
〜
25
日
、
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
企
画
で
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
レ
ン
タ
ル
し
て
千
葉
県
印
西
市
に
あ
る

Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
（
シ
ー
マ
ッ
ク
ス
）
バ
ギ
ー
体
験
村
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
の
泥
ま
み
れ
バ

ギ
ー
体
験
。
中
年
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
が
泥
だ
ら

け
に
な
る
な
ん
て
…
。
ま
さ
に
泥
の
楽
園
。
非
日
常

の
ス
リ
ル
体
験
を
味
わ
い
、
膝
ま
で
泥
に
つ
か
り
ス

タ
ッ
ク
し
た
バ
ギ
ー
を
押
し
泥
水
を
跳
ね
上
げ
な
が

ら
駆
け
抜
け
る
た
び
笑
い
声
と
悲
鳴
が
入
り
混
じ

　

５
月
18
日
（
日
）、第
33
回
か
な
が
わ
ピ
ー
ス
フ
ェ

ア
が
大
和
駅
東
側
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
開
か
れ
ま
し

た
。
駅
ブ
ル
プ
ロ
ス
前
に
中
央
舞
台
が
設
け
ら
れ
、

広
報
な
ど
で
呼
び
掛
け
ら
れ
た
団
体
・
個
人
も
出
演

し
ま
し
た
。
尾
崎
事
務
局
次
長
は
「
来
場
者
は
３
０

０
０
人
。
例
年
よ
り
も
多
く
の
来
場
が
あ
っ
た
。
模

擬
店
も
40
店
ほ
ど
あ
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
神
奈
川

土
建
か
ら
は
７
支
部
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
が
参
加
し

ま
し
た
。
大
和
支
部
は
タ
コ
ス
（
ド
ッ
ケ
ン
ロ
ー

ル
）、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
会

が
ネ
パ
ー
ル

カ
レ
ー
、
青

年
部
が
生

ビ
ー
ル
、
シ

ニ
ア
の
会
が

焼
き
鳥
を
販

売
し
、
い
ず

れ
も
好
評
で

し
た
。

４ブースともに大人気

川崎支部
定期大会

厚木支部
定期大会

2025
賃金

アンケート

分
会
・
群
の
仲
間
の

声
か
け
が
運
動
の
力

現
場
実
態
を
つ
か
み

処
遇
改
善
を
す
す
め
る

いっぱい集まった解散パーティいっぱい集まった解散パーティ

　2003年に420人で結成した鎌倉逗子葉山支部は、５月31日に
解散し、鎌倉地域が湘南支部、逗子葉山地域が横須賀三浦支
部に合流し、新たなスタートを切りました。
　解散日に開かれたパーティーは68人の仲間が参加。支部最
後の書記長・猿渡さんは「支部が無くなってしまうのは寂し
いですが、今までの仲間と交流を続けながら、新たな支部で
仲間を増やして、もっと大きな輪を作っていきましょう。ひ
とまず、お疲れさまでした。楽しい時間でした」と話しました。

どけん地震共済は

生活再建を応援

（木造）
鉄筋コンクリート造

どけん火災共済は

日本一安い掛け金

 （木造）

　

新
年
度
か
ら
新
た
に
６
人

の
新
執
行
委
員（
新
任
４
人
・

元
職
２
人
）
を
迎
え
元
気
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　加入した後に働き方や働き先、事業所の形態などが変わるときには、事前に所属
の支部に届け出をお願いします。

 法人事業所を設立するとき 
厚生年金保険の新規適用と健康保険の適用除外
承認申請の手続きが必要ですので、事前に支部
に連絡をお願いします。また、事業所の事業目
的を確認するため、履歴事項全部証明書と事業
内容を確認する書類を提出してください。

 法人事業所に勤務することになったとき 
健康保険の適用除外承認申請の手続きが必要
です。すぐに支部に相談をしてください。

個人事業所で５人以上の従業員を
常時雇用するようになったとき

厚生年金保険の新規適用と健康保険の適用除
外承認申請の手続きが必要です。すぐに支部
に相談をしてください。

 建設産業以外の仕事に転職したとき
加入資格がなくなります。資格喪失の手続き
をお願いします。

　　　や　　　　、　　　　　　　など働き方 働き先 事業所の形態

就業実態が変わるときには　　　 を届け出届け出

鎌倉逗子
葉山支部

22年の歴史に幕22年の歴史に幕
新たに新たにスタートスタート切る切る

▲賃金
　アンケート
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こ
の
日
集

ま
っ
た
募
金

を
横
須
賀
市

の
福
祉
へ
役

立
て
て
も
ら

う
た
め
、
横

須
賀
市
長
へ

直
接
手
渡
し

し
て
い
ま

す
。
包
丁
研

ぎ
は
１
９
１

本
で
し
た
。

ヨーヨー釣りを楽しむ来場者

引き続き組織増目指す

会場いっぱいの参加者

福
祉
募
金
は
市
長
に
手
渡
し
【
横
須
賀
三
浦
】

信
頼
で
き
る
業
者
は
地
元
に【
相
模
原
】

　

６
月
15
日
（
日
）、
横
須
賀
市
内
11
会
場
で
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
か
ら
雨
。
開

催
を
悩
む
分
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
午
前
中
で
雨
は

止
む
と
い
う
天
気
予
報
を
信
じ
、
各
会
場
で
設
営
を

進
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
予
報
ど
お
り
11
時
前
に
は

雨
が
止
み
、
宣
伝
カ
ー
で
開
催
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し

て
回
る
と
、
包
丁
を
抱
え
ご
自
宅
を
出
て
い
く
市
民

の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
住
宅
デ
ー
で
す
が
、

来
場
者
数
は
１
０
８
名
、
会
場
で
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

を
楽
し
む
ご
家
族
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
模
原
支
部
の
住
宅
デ
ー
は
10
開
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

上
溝
分
会
は
、
毎
年
「
上
溝
ふ
れ
あ
い
広
場
」
で

の
開
催
で
す
。
来
場
者
に
は
先
着
順
で
、
お
花
と
防

災
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分

会
独
自
に
、
過
去
に
住
宅
デ
ー
に
来
て
く
れ
た
人
に

ハ
ガ
キ
で
「
招
待
状
」
を
出
し
て
い
ま
す
。
来
場
者

の
う
ち
約
３
割
は
ハ
ガ
キ
持
参
の
み
な
さ
ん
で
「
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
す
。「
信

頼
で
き
る
業
者

を
探
し
て
い

た
」
と
住
宅
相

談
も
４
件
あ
り

ま
し
た
。
地
域

に
根
差
し
て
顔

の
見
え
る
取
り

組
み
を
引
き
続

き
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

過去来場者にハガキで招待状

よこちゃん・むっくん&ガッチが行く

平塚支部秦野分会

ほ
ど
の
腕
前
で
し
た
。

　

組
合
員
が
次
々
に
集
ま
っ

て
く
る
の
に
、
な
ぜ
か
群
会

議
が
始
ま
ら
な
い
…
。
な
ぜ

だ
？
み
ん
な
、
黙
々
と
国
保

の
要
請
ハ
ガ
キ
を
書
い
た
り

し
て
い
る
と
、
最
後
の
組
合

員
が
到
着
。
み
ん
な
揃
っ
た

と
こ
ろ
で
群
会
議
ス
タ
ー

ト
。
群
長
の
山
口
さ
ん
は
ベ

テ
ラ
ン
の
役
員
で
、
流
れ
る

よ
う
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
が
集
ま
る
ま
で
始
ま

ら
ず
、
し
っ
か
り
読
み
合
わ

せ
も
行
っ
て
、
す
ご
い
群
会

議
で
し
た
。
読
み
合
わ
せ
の

　

４
月
、
平
塚
支
部
の
秦
野

分
会
７
群
の
群
会
議
に
参
加

し
ま
し
た
。
会
場
は
秦
野
市

ほ
う
ら
い
会
館
と
い
う
市
営

の
施
設
で
す
。
支
部
副
委
員

長
の
園
田
さ
ん
も
応
援
に
入

な
か
で
住
宅
デ
ー
参
加
の
お

願
い
な
ど
も
し
っ
か
り
や
っ

て
い
ま
す
。
組
合
員
の
中
に

は
外
国
籍
の
人
も
い
る
の
で

す
が
、
要
請
ハ
ガ
キ
の
説
明

を
苦
労
し
な
が
ら
丁
寧
に

行
っ
て
、
本
人
に
書
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。す
ご
い
。

　

今
回
の
群
会
議
の
参
加
者

は
８
人
と
少
人
数
で
集
ま
り

や
す
く
、
短
時
間
で
集
中
し

て
行
い
、
お
互
い
の
顔
も
覚

え
て
繋
が
り
も
で
き
る
群
会

議
で
し
た
。や
っ
ぱ
り
雑
談
、

会
話
っ
て
大
事
だ
な
と
実
感

し
ま
し
た
。

り
、
時
間
に
な
る
と
群
長
の

山
口
さ
ん
が
会
場
の
準
備
を

は
じ
め
ま
す
。

　

群
会
議
が
始
ま
る
前
、
ぼ

ち
ぼ
ち
集
ま
っ
て
き
た
組
合

員
さ
ん
（
重
機
オ
ペ
）
と
雑

談
を
し
て
い
た
ら
、
趣
味
で

作
っ
て
い
る
革
細
工
の
作
品

を
色
々
と
み
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
器
用
な
技

術
を
持
っ
て
い
る
組
合
員
が

近
く
に
い
る
な
ん
て
驚
き
で

す
。こ
の
趣
味
を
活
か
し
て
、

支
部
で
教
室
と
か
を
開
い
た

ら
、
た
く
さ
ん
集
ま
る
か
も

な
ぁ
と
そ
ん
な
こ
と
を
思
う

横
浜
中
央
支
部

福ふ
く

地ち

聖せ
い

寿じ
ゅ

さ
ん

　
　

29
歳
（
防
水
）

75

　

２
０
２
３
年
12
月
に
神
奈

川
土
建
に
加
入
し
た
福
地
聖

寿
さ
ん
。

　

現
在
は
従
業
員
を
現
在
４

人
を
抱
え
る
個
人
事
業
主
で

す
。

　

建
設
業
界
に
入
っ
た
き
っ

か
け
は
、
当
時
16
歳
で
特
に

や
り
た
い
こ
と
も
な
く
何
を

し
よ
う
か
迷
っ
て
い
た
時
期

に
知
り
合
い
か
ら
鉄
筋
工
事

の
仕
事
に
誘
っ
て
も
ら
い
、

防
水
工
事
も
し
な
が
ら
、
８

年
間
従
業
員
と
し
て
経
験
を

積
み
ま
し
た
。

　

家
族
も
で
き
自
分
的
に
も

さ
ら
な
る
刺
激
と
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
行
き
た
い
と
思

い
24
歳
で
独
立
し
５
年
に
な

り
ま
す
。
当
初
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
色
々
な
事
を

乗
り
越
え
て
今
日
ま
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
横
浜

中
央
支
部
青
年
部
長
の
高
橋

真
広
さ
ん
と
知
り
合
い
ま

す
。
現
在
は
息
子
の
幼
稚
園

が
一
緒
の
パ
パ
友
で
あ
り
、

同
じ
防
水
業
の
仕
事
仲
間
で

も
あ
り
ま
す
。

建
設
国
保
の

　
　

安
さ
に
驚
き

　

神
奈
川
土
建
に
は
高
橋
さ

ん
に
誘
っ
て
も
ら
い
加
入
し

ま
し
た
。
当
時
は
横
浜
市
の

国
民
健
康
保
険
に
入
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
保
険
料
が

と
て
も
高
く
、
困
っ
て
い
た

と
こ
ろ
「
建
設
国
保
が
安
い

よ
」
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
実
際
保
険
料
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
数
万
円
単
位
で
安

く
な
っ
て
、超
驚
き
ま
し
た
。

青
年
部
に
も
加
入
し
て
、
野

球
観
戦
、
忘
年
会
な
ど
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
独
立
し
た
ば
か
り
の

時
は
一
人
親
方
で
し
た
が
、

自
分
の
元
で
仕
事
を
し
た
い

と
言
っ
て
く
る
仲
間
が
で

き
、
今
で
は
５
人
の
仲
間
と

　

パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
（
旧
・
主
婦
の
会
）
は
６
月
21

日
、
青
年
部
は
６
月
22
日
に
定
期
大
会
を
開
き
ま
し

た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
会
長
に
功
刀
郁
子
さ
ん
（
川

崎
中
央
支
部
）、
青
年
部
長
に
安
川
宗
さ
ん
（
川
崎

西
支
部
）
が
再
任
し
ま
し
た
。

建
設
業
界
は
辛
く
て
も
楽
し
い

建
設
業
界
は
辛
く
て
も
楽
し
い

みんな揃って群会議

55
人
が
参
加
し
た
定
期
大

会
は
、
一
年
間
組
織
増
に
こ

だ
わ
り
、
組
織
人
員
２
０
２

８
人
で
迎
え
ま
し
た
。
７
月

の
参
議
院
議
員
選
挙
に
向

け
、
分
散
会
で
議
論
し
、
青

年
部
全
体
で
今
回
の
選
挙
戦

へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

共
に
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
や
福
地
建
設
を
大
き

く
し
て
行
き
た
い
と
み
ん
な

が
思
っ
て
く
れ
て
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

初
心
忘
れ
ず

　
　
　

頑
張
る

　

ま
た
建
設
業
全
体
と
し

て
、
も
っ
と
み
ん
な
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
と
、
ま

だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
建
設
業

界
に
対
す
る
偏
見
を
す
べ
て

変
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
建
設
業
界
は
つ
ら
い
こ

と
も
あ
る
け
ど
楽
し
く
働
け

る
業
界
だ
と
い
う
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
は
家
族
を
含
め
自
分

の
周
り
に
い
る
人
達
を
よ
り

幸
せ
に
出
来
る
よ
う
、
初
心

を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
ま
す
。

【
取
材
／
杉
沢
鷹
】

「
見
せ
る
化
」計
画

〔
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
〕

２
千
人
超
に
成
長

〔
青
年
部
〕

青
年
部
・パ
ー
ト
ナ
ー
の
会

定
期
大
会
開
く

　

１
１
９
人
が
参
加
し
た
第

52
回
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
定
期

大
会
。
全
県
に
４
４
１
１
人

の
会
員
が
い
ま
す
。
会
員
や

非
会
員
、
組
合
員
や
組
合
外

も
含
め
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

会
の
取
り
組
み
の
「
見
せ
る

化
計
画
」
を
す
す
め
ま
す
。
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申し込み、問合せは所属する支部へ
☆写真１枚（縦３㎝×横2.4㎝）を用意。無帽、無背景、上三分身、
頭髪を含め顔、体を写真内に収める。（顔、髪、顎の見切れは受付
不可）
☆公的機関の発行した身分証明書で氏名・住所・生年月日の確認を
します。
☆日程変更や中止になる場合もあることをご留意ください。
☆無断欠席、当日のキャンセルによる受講料の返還には応じかねます。
※募集の締切りは開催日２週前の平日に当センター必着です。申請
書・写真・添付資料、受講料を準備して支部に申し込みをしてく
ださい。
※作業主任者講習、職長・安責教育、準備講座、ＪＷ－ＣＡＤの申
し込みには、労働者の場合は雇用保険被保険者資格取得等確認通
知書、一人親方は労災保険加入証のコピー添付と、番号の申請書
記入。また、最終学歴の記入をお願いします。

その他の提携講習機関　　
PCT神奈川教習所（旧：IHI技術教習所）　コマツ教習所　湘南
トレーニングセンター　日建学院　総合資格学院　技術技能
講習センター等、詳細は各支部窓口にお問い合わせください。

青年部マル得援助金のお知らせ　
青年部加入者の「マル得援助」の対象に「マル得資格取得
祝金」に対応する国家資格等の受験料も加わりました。受
験料の払込書または領収書を添付して申請を行ってくださ
い。

技術センターだより 資格講習会のご案内

神奈川土建の講習

●低圧電気取扱業務特別教育
（受講料：8,000円）
　９月21日（日）　会場：建設プラザかながわ
●ロープ高所作業特別教育
（受講料：8,000円）
　９月28日（日）　会場：建設プラザかながわ
●石綿作業主任者技能講習
（受講料：10,000円）
10月19日（日）～20日（月）　会場：建設プラザかながわ

神奈川建設労連の講習
※支部を通じて申込みください。
●高所作業車技能講習
（受講料：14Ｈ講習48,000円、小型移動式クレーン技
能講習修了者12Ｈ講習46,000円）
　８月19日（火）～20日（水）
　会場：ＰＣＴ神奈川教習所（学科・実技）
●玉掛け技能講習
（受講料：29,000円、資格保持者25,000円）
９月13日（土）～15日（月）

会場：ＰＣＴ神奈川教習所（学科・実技）
●木造建築物の組立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円）
９月17日（水）～18日（木）　会場：建設プラザかながわ
●足場の組立て等作業主任者【能力向上】教育
（受講料：8,000円）
10月３日（金）　会場：建設プラザかながわ
●地山掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習
（受講料：15,000円）
10月８日（水）～10日（金）　会場：建設プラザかながわ
●小型移動式クレーン運転技能講習
（受講料54,000円、資格保持者50,000円）
10月11日（土）～13日（月）
会場：ＰＣＴ神奈川教習所（学科・実技）
●高所作業車技能講習
（受講料：14Ｈ講習48,000円、小型移動式クレーン技
能講習修了者12Ｈ講習46,000円）
10月16日（木）～17日（金）
会場：ＰＣＴ神奈川教習所（学科・実技）
●丸のこ等取扱い作業従事者教育
（受講料：6,000円）
10月23日（木）　会場：建設プラザかながわ

㎖
で
す
。
意
外
と
多
い
と
思

い
ま
せ
ん
か
。
逆
に
食
事
を

抜
く
と
そ
の
分
、
水
分
の
摂

取
量
も
減
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
特
に
熱
中
症

や
脱
水
予
防
に
は
朝
食
が
大

事
だ
と
言
わ
れ
る
の
は
そ
の

た
め
で
す
。
朝
食
は
１
日
の

ス
タ
ー
ト
の
水
分
摂
取
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
朝
食

に
お
す
す
め
な
の
は
、
み
そ

汁
な
ど
の
ス
ー
プ
類
と
お
に

ぎ
り
な
ど
の
ご
飯
類
で
す
。

ご
飯
は
パ
ン
よ
り
も
水
分
の

量
が
多
く
な
る
た
め
で
す
。

体
内
で
作
ら
れ
る

水
分
が
あ
る

　

さ
ら
に
食
事
を
摂
る
こ
と

切
な
も
の
と
し
て
「
水
分
」

の
補
給
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

食
事
か
ら
８
０
０
〜

１
０
０
０
㎖
摂
取

　

食
事
か
ら
の
水
分
補
給
は

ど
の
位
で
し
ょ
う
か
。
３
食

分
で
約
８
０
０
〜
１
０
０
０

　

朝
、昼
、晩
と
３
食
し
っ

か
り
食
事
を
摂
る
こ
と
は

熱
中
症
予
防
に
と
て
も
重

要
で
す
。
そ
の
理
由
は
汗

と
共
に
失
わ
れ
る
塩
分
と

体
力
維
持
の
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
補
給
で
す
。
そ

こ
に
さ
ら
に
も
う
一
つ
大

で
身
体
の
中
で
生
み
出
さ

れ
る
水
分
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
代
謝
水
と
い
い
ま

す
。
約
３
０
０
㎖
で
す
。

身
体
の
中
で
食
物
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
と
最
終

的
に
二
酸
化
炭
素
と
水
が

出
来
ま
す
。
二
酸
化
炭
素

は
肺
か
ら
外
に
排
出
さ

れ
、
水
は
身
体
で
再
利
用

さ
れ
ま
す
。
代
謝
水
は
食

事
を
摂
ら
な
い
と
作
ら
れ

な
い
水
分
で
す
。
熱
中
症

予
防
の
た
め
の
食
事
の
重

要
性
が
よ
く
分
か
り
ま
す

よ
ね
。

　

し
っ
か
り
食
べ
て
元
気

に
今
年
の
夏
も
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

今月の
テーマ

３
度
の
食
事
が

熱
中
症
予
防
に
重
要
な
訳
は

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

―
ヒ
ロ
シ
マ
を
忘
れ
な
い
―

「
あ
の
夏
の
絵
」上
演

　

６
月
９
日
、
４
社
が
組
合

事
務
所
に
集
ま
り
（
２
社
は

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）、
保
健

師
に
よ
る
面
談
を
実
施
。
健

康
診
断
の
受
診
状
況
や
受
動

喫
煙
対
策
の
有
無
な
ど
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
そ
っ

て
、
健
康
に
対
す
る
取
り
組

み
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
会
社
の
状
況
を
客
観
的

に
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」（
㈱
Ｎ
Ｓ
Ｂ
・
南
部
美

和
さ
ん
）、「
健
康
へ
の
取
り

組
み
は
大
事
な
こ
と
だ
け
ど

ど
う
し
て
も
二
の
次
、
三
の

次
に
な
っ
て
し
ま
う
」（
㈱

原
断
熱
工
業
・
原
圭
介
さ

ん
）、「
本
当
は
こ
う
い
う
取

り
組
み
を
会
社
で
ち
ゃ
ん
と

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

よ
ね
」（
㈲
恵
樹
園
・
石
丸

俊
介
さ
ん
）。
ど
の
事
業
主

も
、
健
康
へ
の
取
り
組
み
を

あ
ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。こ
れ
か
ら
半
年
間
、

健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
県
連
教
宣
部
発
】

　

今
年
は
戦
後
80
年
、
被
爆

か
ら
も
80
年
。
被
爆
の
実
相

と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

日
時
：
８
月
２
日
（
土
）

13
時
00
分
開
場

場
所
：
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー

ル
前
売
一
般
：
３
，
０
０
０
円

前
売
大
学
高
校
：
５
０
０
円

前
売
小
中
学
生
以
下
：
無
料

申
込
方
法
：
所
属
支
部
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

後
援
：
神
奈
川
県
、
小
田
原

市
ほ
か

主
催
：「
あ
の
夏
の
絵
」
小

田
原
上
演
実
行
委
員
会

太
平
洋
戦
争
時
、
広
島
に
投

下
さ
れ
た
原
爆
の
惨
状
の
記

憶
を
後
世
に
伝
え
残
す
べ
く

語
り
始
め
た
被
爆
者
と
、
そ

れ
を
受
け
止
め
絵
画
で
表
現

す
る
こ
と
に
挑
ん
だ
高
校
生

た
ち
の
２
０
１
５
年
夏
、
実

際
に
あ
っ
た
物
語
が
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
相
支
部
が
地
域
団
体
と

協
力
し
て
、
青
年
劇
場
の
作

品
『
あ
の
夏
の
絵
』
上
演
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保健師さんから説明を受ける参加者

　「健診を100％実施」「特定保健指導の
活用」「健診の要検査者への受診勧奨」等、
事業所全体で健康づくりに取り組むこと
を事業所内外へ宣言し、認定に向けて取
り組むことです。すでに健康づくりに取り
組まれていても、そうでなくても、宣言
することが可能です。国保組合の保健師
と書記局がサポートします。
　事業所が宣言に取り組むメリットは、従
業員が健康になり職場が活性化、生産性・
安全性の向上から社会的信用度アップ、
企業価値の向上などです。費用は無料で
す。積極的な参加をお待ちしています。
その他詳細については、神建
連国保のHPを確認いただく
か、所属支部までお問い合わ
せください。

健康第一事業所宣言とは…

経済産業省の
「健康経営優

良法人

認定制度」は
、法人事業所

が従業

員の働きやす
い環境づくり

と健康促

進で、社会
的な評価を

得ることを

目的につくら
れた制度です

。

神建連の組
合と神建連

国保では、

【健康＋第一
】事業所宣

言として、

経済産業省の
認定基準に則

した認

定制度を開始
しました。認

定を受け

ると、経済産
業省の認定制

度への

ステップとな
ります！

健康な経営に
取り組んで、

元気な

従業員と会社
づくりを一緒

に実現し

ましょう！

〒221-0045
 神奈川県横浜

市神奈川区神
奈川2-19-3

TEL：045-45
3-9661　FA

X：045-453-
9664

健康＋第一
安全＋第一

事業所宣言事業所宣言事業所宣言

＋＋

健康第一事業所宣言

戦後80年
平和企画

企業価値向上をめざす
　

法
人
事
業
所
が
従
業
員
の
健
康
の
た
め
、
定
め
ら
れ

た
取
り
組
み
を
行
い
、
国
保
組
合
が
サ
ポ
ー
ト
・
認
定

を
行
う「
健
康
第
一
事
業
所
宣
言
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

川
崎
中
央
支
部
で
は
さ
っ
そ
く
４
事
業
か
ら
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。


